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◆地質調査の想定数量の考え方 
・既往の地質調査結果より、全て軟岩にて数量想定 
・杭先端までの地層確認のため、地質調査の延長は 
 橋台 L=15m、橋脚 L=20m で推定 
・橋台の地質調査は、現在想定した橋台位置のうち、 
 傾斜前側となる橋台前面側（谷側）での実施を想定 
・一軸圧縮試験は、杭先端付近、各 Br で 1 箇所を想定 
・仮設構台用に A1-P1 間の 1 箇所で地質調査を想定 
 橋台同様 L=15m で推定 
 
◆橋梁詳細設計のためのボーリングについて 
・急峻地形につき、地層傾斜確認のための追加 Br や 
 ジャスト位置での Br が必要となる可能性があるが、 
 現時点では未確定。現時点で概算数量を計上する 
 場合、当該数量と同数量を見込むのが安全側の考 
 え方である。 

A1 橋台地質調査 

・オールコア φ66：L=15m 

・標準貫入試験 ：N=15（軟岩） 

・一軸圧縮試験 ：N=1 

P1 橋脚地質調査 

・オールコアφ66：L=20m 

・標準貫入試験 ：N=20（軟岩） 

・一軸圧縮試験 ：N=1 

A2 橋台地質調査 

・オールコアφ66：L=15m 

・標準貫入試験 ：N=15（軟岩） 

・一軸圧縮試験 ：N=1 

足場仮設 
傾斜地足場 N=1 
※30°～45° 

足場仮設 
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足場仮設 
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①3本 ②1本 

① 
② 
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現場内小運搬 
モノレール運搬：5.6t 
(500m-1000m 以下) 
 
特装車運搬＝2.8t 
(500m-1000m 以下) 

仮設構台地質調査 

・オールコアφ66：L=15m 

・標準貫入試験 ：N=15（軟岩） 

・一軸圧縮試験 ：N=1 

仮設構台地質調査位置 

P1 橋脚地質調査位置 

A2 橋台地質調査位置 A1 橋台地質調査位置 
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地質調査位置（地すべり調査）① L=25m 

地質調査位置（地すべり調査）② L=25m 


